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自由民権の里
『移の郷土を愛する会』

まちづくりプレスまちづくりプレス

　
自
由
民
権
の
里
「
移
の
郷
土
を
愛

す
る
会
（
平
成
23
年
11
月
28
日
発

足
）」
は
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
契
機
に
、移
地
区
再
生
活
性
化
（
地

域
お
こ
し
・
地
域
づ
く
り
・
地
域
の

こ
し
）
の
一
環
と
し
て
、
移
の
先
人

等
が
築
い
た
歴
史
を
振
り
か
え
り
な

が
ら
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
民
俗
芸

能
に
親
し
み
、
会
員
の
学
習
会
や
自

主
開
催
事
業
を
通
し
郷
土
の
足
跡
に

思
い
を
寄
せ
る
と
共
に
、
先
人
が

培
っ
た
郷
土
愛
を
育
み
、
国
難
と
も

い
う
べ
き
大
災
禍
後
の
地
域
の
復
興

と
再
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

●
会
員
学
習
会

　
年
に
１
回
、
郷
土
史
家
等
を
講
師

に
招
き
、
学
術
・
文
化
・
民
俗
分
野

を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開
き
、
郷
土

愛
を
深
め
て
い
ま
す
。

●
自
主
開
催
事
業

　
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
「
錦
秋
の

移
の
里
に
煌
め
く
お
楽
し
み
演
芸

会
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
モ
ン
ゴ
ル

民
舞
の
口こ
う
き
ん琴
（
ム
ッ
ク
リ
）、
プ
ロ

の
口
笛
奏
、
落
語
ほ
か
、
多
彩
な
芸

人
を
お
迎
え
し
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り

喜
び
あ
り
の
大
演
芸
会
を
開
催
、
秋

の
収
穫
後
に
行
う
地
域
市
民
等
の
一

服
の
清
涼
剤
と
し
て
、
地
元
か
ら
は

大
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

※
昨
年
と
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開

催
中
止

●
交
流
会

　

過
去
に
は
、
金
山
町
・
鮫
川
村
・

郡
山
市
湖
南
町
在
住
同
志
等
と
の
意

見
交
換
会
を
開
き
、
往
復
交
流
会
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
会
員
は
当
初
か
ら
年
配
者
が
多

く
、
現
在
で
は
高
齢
者
５
人
に
加
え
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
田
村
市
復
興

応
援
隊
に
お
世
話
に
な
る
な
ど
、
将

来
存
続
で
き
る
か
危
惧
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
と
併
せ
、
模
索
中
で
す
が
、
地
域

住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
希
望
者

の
「
山
村
暮
ら
し
体
験
」
や
後
乱
田

問総務部 経営戦略室(81-2117

地域の復興と再生を目指すとともに、
先人たちが築いた郷土愛を育む

　各地域のコミュニティ活動はじめ、福祉、環境、
スポーツ、教育、伝統などの分野で市民が主体と
なって活動する団体を市政だよりで紹介します。
　「わたしたちはこんな活動をしています」
　「一緒に活動する仲間を募集します」
　「地域の方と意見交換したい」など、
掲載を希望する団体の方は、経営戦略室へご連絡
ください。

（
ア
ト
ラ
ン
タ
・
後
ろ
の
乱
れ
た
田

ん
ぼ
）
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
？ 

ほ
か
、

過
疎
地
域
の
に
ぎ
や
か
な
郷
土
作
り

を
願
い
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
歴

史
に
残
す
べ
く
、
地
域
「
お
宝
マ
ッ

プ
」
を
視
野
に
「
移
の
史
（
仮
称
）」

な
る
も
の
に
ま
と
め
、
会
員
が
健
康

で
あ
る
限
り
何
ら
か
の
方
法
で
形
に

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
皆
さ
ん
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
連
絡
先

　
代
表　
佐
藤
重
孝
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いいね！：tamulove072117、他

＃
菊
の
里
と
き
わ　
＃
ざ
る
菊

＃
五
十
人
山　
＃
紅
葉

＃
あ
ぶ
く
ま
洞　
＃
Mr
・
シ
ャ
チ
ホ
コ

さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
第
８
期
田

村
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル

ー
の
遠
藤
リ
リ
カ
で
す
。

　
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
21
年
間
、
田
村

市
で
過
ご
し
て
き
た
の
で
、
田
村
市
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ク
ル
ー
に
就
任
し
て
か
ら
、
新
た
な
田

村
市
の
魅
力
や
グ
ル
メ
、
す
て
き
な
ス

ポ
ッ
ト
、
市
民
の
温
か
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
今
回
は
、

秋
の
写
真
映
え
す
る
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
を
３
つ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
常
葉
町
「
菊
の
里
と
き

皆

※写真上：常葉町「菊の里ときわ」
※写真下：都路町「五十人山」

Instagram（インスタグラム）
市の魅力や観光情報をキャン
ペーンクルーと共にお届けし
ます。

フォローしてね！市公式

わ
」
の
「
ざ
る
菊
」
で
す
。
黄
・
赤
・

ピ
ン
ク
・
白
な
ど
10
種
類
、
３
千
株
が

園
内
一
面
に
咲
き
誇
り
、
写
真
映
え
間

違
え
な
し
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
10
月
下

旬
か
ら
11
月
中
旬
が
見
頃
な
の
で
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
２
つ
目
は
、都
路
町
の
「
五
十
人
山
」

で
す
。
山
頂
は
広
大
な
芝
地
に
な
っ
て

い
て
、
登
山
し
や
す
い
の
で
、
天
気
が

良
い
日
に
山
頂
で
紅
葉
を
見
な
が
ら
ピ

ク
ニ
ッ
ク
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
山
頂
に
は
巨
石
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
巨
石
を
使
っ
て
面
白
い
写
真
を

撮
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　
３
つ
目
は
、
滝
根
町
の
「
あ
ぶ
く
ま

洞
」
で
す
。
全
長
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の

洞
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鍾
乳
石
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
幻
想
的
な
空
間
は

異
世
界
に
来
た
よ
う
な
写
真
を
撮
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
13
日(

土)

と
14
日(

日)

の
２
日
間
、「
あ
ぶ
く
ま
洞
秋
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
Mr
・
シ
ャ

チ
ホ
コ
さ
ん
の
モ
ノ
マ
ネ
シ
ョ
ー
や
、

お
い
し
い
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
も

ス
テ
ー
ジ
参
加
し
ま
す
の
で
お
見
逃
し

な
く
！

【
関
連
情
報
】

●
あ
ぶ
く
ま
洞
秋
ま
つ
り

　
関
連
記
事
：
裏
表
紙
に
掲
載

●
菊
の
里
と
き
わ

　
関
連
記
事
：
28
ペ
ー
ジ
中
段
に
掲
載

＃菊の里ときわ　＃ざる菊
＃五十人山　＃紅葉　... 続きを読む

問産業部 観光交流課(81-2136
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